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1Abstract
  "The Nine Chapters on the Mathematical Art" was the oldest book of mathematics in China 
before the unearthing of "Suan-shu shu." The aim of our research is to provide a complete 
translation and annotation of it including annotations of Liu Hui（劉徽） and Li Chunfeng（李
淳風） from the viewpoint of our previous work on "Suan-shu shu." 
  This is the seventh article based on our research and results, in which we studied problems 
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　　　　 （上断簡） 諸 （詐） 減券書、及爲書故 （詐）弗副、其以避負償、若受賞賜財物、
皆坐臧（贓）爲盗。其以避論、及所不當。　14
　　　の例がある。
　　（4 ）衰分術とは比例配分のことで、以下のような計算方法である。A, B, Cに対してX
3『九章算術』訳注稿（7）（角谷常子、張替俊夫）
をa：b：cになるように分配する場合、まず（ a, b, c ）を並べて置いたものを列衰
とよび、それらを足し合わせたもの（ a + b + c ）を法とする。次にXを列衰に掛け























[4][劉注]法集而衰別､ 數本一也｡ 今以所分乘上別､ 以下集除之､ 一乘一除 足相消｡ 故
所分猶存､ 且各應率而別也｡ 於今有術､ 列衰各爲所求率､ 副幷爲所有率､ 所分爲所有數｡
  又以經分言之､ 假令甲家三人､ 乙家二人､ 丙家一人､ 幷六人､ 共分十二､ 爲人得二也｡























　　 　またこれを経分術でいうと、仮に甲の家の 3人と乙の家の 2人と丙の家の 1人の計
6人で12を分けるならば、 1人ごとに 2を得ることになる。また家ごとの分配をしよ



























　　（1 2）ここでの計算はまず大夫、不更、簪褭、上造、公士の爵数（ 5 , 4 , 3 , 2 , 1 ）を
並べて置いたものを列衰とし、列衰を足し合わせたもの（ 5 + 4 + 3 + 2 + 1 =15）を


















　　 　術にいう、爵数（ 5 , 4 , 3 , 2 , 1 ）を並べて置き、それぞれを列衰とする。別に列
衰を併わせたもの（15）を法とする。５頭の鹿をまだ併せていない列衰それぞれに掛け、
それぞれの値（25, 20, 15, 10, 5）を実とする。実を法で割ると鹿を単位とする答が得
られる。
[5][劉注]爵數者､ 謂大夫五､ 不更四､ 簪褭三､ 上造二､ 公士一也｡ 墨子號令篇以爵級爲賜｡
6大阪産業大学論集　人文・社会科学編　８
然則戰國之初有此名也｡

























　　　 　ここでの計算はまず牛、馬、羊の食べた苗の比率（ 4 , 2 , 1 ）を並べて置いたも
のを列衰とし、列衰を足し合わせたもの（ 4 + 2 + 1 = 7 ）を法とする。次に牛、馬、













出せばよいか。答えにいう、牛の主は 2斗 8 4―7升を出し、馬の主は 1斗 4
2―7升を出し、
羊の主は7 1―7升を出す。
　　 　術にいう、牛 4・馬 2・羊 1を置いて各々を列衰とし、別にこれらを併せたもの
（ 4 + 2 + 1 = 7 ）を法とする。 5斗をまだ併せていない列衰それぞれに掛けて、その
それぞれの値（20, 10, 5 ）を実とする。実を法で割ると斗を単位とする答が得られる。
[6]臣淳風等謹按､ 此術問意､ ｢羊食半馬､ 馬食半牛｣､ 是謂四羊當一牛､ 二羊當一馬｡ 今､




















          狐出關。狐、狸、犬出關、租百一十一錢。犬謂狸、狸謂狐、而（爾）皮倍我。出
租當倍 （哉）。問出各幾何。得曰、犬出十五錢七分六、狸出卅一錢分五、狐出
六十三錢分三。術曰、令各相倍也、幷之七爲法。以租各乘之爲實。實如法得一。
      　 　ここでの計算はまず甲、乙、丙の持つ銭数（560, 350, 180）を並べて置いたものを
列衰とし、列衰を足し合わせたもの（560+350+180=1090）を法とする。次に 3人
が負担する関税100銭をそれぞれの列衰に掛けて得られた（56000, 35000, 18000）を








































　　　 　ここでの計算はまず娘が 1日ごとに織る尺の比率（ 1 , 2 , 4 , 8 , 16）を並べて置
いたものを列衰とし、列衰を足し合わせたもの（ 1 + 2 + 4 + 8 +16=31）を法とする。
次に 5尺をそれぞれの列衰に掛けて得られた（ 5 , 10, 20, 40, 80）を実として法で割
ると、 1日ごとに織る尺数はそれぞれ、 5―31  
, 10―31  














　　 　術にいう、 1、 2、 4、 8、16を置いて列衰とし、別にこれらを併せたもの
（ 1 + 2 + 4 + 8 +16=31）を法とし、 5尺をまだ併せていない列衰それぞれに掛けてそ















































　　 　術にいう、各々の算の数（8758, 7236, 8356）を置いて列衰とし、別にこれらを併せ
たもの（24350）を法とし、徴発される徭役の人数（378）を、まだ併せていない列衰そ































公士の爵数に応じて分配される斗数（ 5 , 4 , 3 , 2 , 1 ）を列衰とし、列衰を足し合
わせたもの（ 5 + 4 + 3 + 2 + 1 =15）に後から来た大夫の分配されるべき 5斗を加え
た20斗を法とする。次に不足する 5斗をそれぞれの列衰に掛けて得られた（25, 20, 

















して、 5 , 4 , 3 , 2 , 1 を列衰とし、これらを別に併せ、後れて来た大夫の分の 5斗
をも加え、20を得てこれを法とする。 5斗をまだ併せていない列衰それぞれに掛けて、
そのそれぞれの値（25, 20, 15, 10, 5 ）を実とする。実を法で割ると斗を単位とする答
が得られる。
[10][劉注] 稟前五人十五斗者､ 大夫得五斗､ 不更得四斗､ 簪褭得三斗､ 上造得二斗､ 公
士得一斗｡ 欲令五人各依所得粟多少減與後來大夫､即與前來大夫同｡ 據前來大夫已得五斗､
故言 ｢亦｣ 也｡ 各以所得斗數爲衰､ 幷得十五､ 而加後來大夫亦五斗､ 凡二十爲法也｡ 是
















訳： 前の 5人が15斗を授かるならば、大夫は 5斗を得、不更は 4斗を得、簪褭は 3斗を得、




















注：（2 3）ここでの計算はまず 5人の取る粟の比率（ 3 , 3 , 3 , 2 , 2 ）を並べて置いたもの
を列衰とし、列衰を足し合わせたもの（ 3 + 3 + 3 + 2 + 2 =13）を法とする。次に粟
5斛をそれぞれの列衰に掛けて得られた（15, 15, 15, 10, 10）を実として法で割ると
5人の取る粟の斛数はそれぞれ、 15―13=1
2―13  
, 1 2―13  
, 1 2―13  
, 10―13  
, 10―13斛となる。ただし、




訳： 今、粟 5斛を授かることがあった。 5人でこれを分配するのに、 3人が 3ずつを得、
2人が 2ずつを得たい。（すなわち 5人の比が 3：3：3：2：2になるようにする。）
問う、各々いくらになるか。答えにいう、 3人は 1人あたり 1斛 1 斗 5 5―13升を得る。
2人は 1人あたり 7斗 6 12―13升を得る。
　　 　術にいう、 3人は 1人ずつ 3を置き、 2人は 1人ずつ 2を置いて列衰とする。別に
これらを併せたもの（13）を法とする。 5斛をまだ併せていない列衰それぞれ（ 3 , 3 , 
















4、 3、 2、 1である。斉同術により通分すると、各々「異母連乗」して得られる
4× 3× 2× 1が 5の衰分、 5× 3× 2× 1が 4の衰分、 5× 4× 2× 1が 3の衰






[11][劉注] 以爵次言之､ 大夫五､ 不更四｡ 欲令髙爵得多者､ 當使大夫一人受五分､ 不更
15
『九章算術』訳注稿（7）（角谷常子、張替俊夫）
一人受四分｡ 人數爲母､分數爲子｡ 母同則子齊､齊即衰也｡ 故上衰分直[一]以五､四爲列焉｡
  今此令髙爵出少､ 則當使大夫五人共出一人分､ 不更四人共出一人分｡ 故謂之返衰｡ 人
數不同､ 則分數不齊｡ 當令母互乘子､ 母互乘子､ 則動者爲不動者衰也｡ 亦可先同其母､





















　　（2 8）大夫 5、不更 4で衰分術を用いると、列衰は 5、 4であるからこれを分数で書
き直すと、 5―1  




　　（2 9）5 , 4 の返衰を取る場合は 1―5  
, 1―4であるから分母（人の数）が「同」せられていな
いので、分子も「斉」せられていない。そこで分母を他の分子に掛けて（「斉」）1
× 4 , 1 × 5 とすると、新たな分子（ 1× 4 , 1 × 5 ）は「動者」であり、もとの分
母（ 5 , 4 ）は「不動者」である。このとき 1× 4が 5の衰、1× 5が 4の衰となる。
16
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　　（3 0）先に分母同士を掛けて 5× 4とし （「同」）、各々の分母（ 5 , 4 ）でこれを約した
（ 4 , 5 ）を分子の 1に掛けて、得られた 1× 4 , 1 × 5 を返衰とする。
訳： 爵位の順による比率を言えば、大夫は 5で不更は 4である。高い爵位の者が多くを得




























注：（3 1）ここでの計算はまず 5人の爵数（5, 4, 3, 2, 1）を並べたものを列衰とし、これに
返衰術を適用する。すなわち、列衰の逆数を並べておき（ 1―5  
, 1―4  
, 1―3  
, 1―2  
, 1―4）、分
母を5×4×3×2×1で通分すると、
　　　 （ 1×4×3×2×1―5×4×3×2×1  
, 1×5×3×2×1―5×4×3×2×1  
, 1×5×4×2×1―5×4×3×2×1  
, 1×5×4×3×1―5×4×3×2×1  
, 1×5×4×3×2―5×4×3×2×1）
となる。ここで分母を約し分子を取り出したもの（1×4×3×2×1, 1×5×3×2×1, 
1×5×4×2×1, 1×5×4×3×1 , 1×5×4×3×2 ）=（24, 30, 40, 60, 120）をさらに等
数 2 で約した（12, 15, 20, 30, 60）が返衰である。これらを足し合わせたもの
（12+15+20+30+60=137）を法とする。次に100銭を各々の返衰に掛けて得られた



















　　 　術にいう、爵数（ 5 , 4 , 3 , 2 , 1 ）を置き、それらを衰としてこれを返衰し（12, 15, 
20, 30, 60）、別にこれらを併せたもの（137）を法とする。100銭をまだ併せていない返
























母を50×30×75で通分すると、（ 1×30×75―50×30×75  
, 1×50×75―50×30×75  
, 1×50×30―50×30×75）となる。こ
こで分母を約し分子を取り出したもの（1×30×75, 1×50×75, 1×50×30）=（2250, 
3750, 1500）をさらに等数750で約した（ 3 , 5 , 2 ） が返衰である。これらを足し合
わせたもの（ 3 + 5 + 2 =10）を法とする。次に粟、糲米、糲飯 3升ずつを合わせた












　　 　術にいう、粟の率50・糲米の率30・糲飯の率75を衰として、これを返衰し（ 3 , 5 , 2 ）、
別にこれらを併せたもの（10）を法とする。 9升をまだ併せていない返衰に掛けたも
の（27, 45, 18）それぞれを実とする。実を法で割ると升を単位とする答が得られる。
[12][劉注] 按､ 此術､ 三人所持升數雖等､ 論其本率､ 精麄不同｡ 米率雖少､ 令最得多｡
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